
STM32のデバッグ・インタフェースのプレゼンテーションへようこそ。

本プレゼンテーションでは、STM32L4デバイスが提供するデバッグ機能につい
て説明します。
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STM32製品のデバッグ･インタフェースはMCUの内部リソー
スへのアクセスを可能にします。

このインタフェースはMCUのプログラム、および、基本的なデ
バッグ機能を使用したアプリケーションのデバッグに使われ

ます。

基本的なデバッグ機能に加え、アプリケーションの異常な箇

所を素早く特定する為に使われるトレース機能や、アプリ

ケーションのテスト、最適化、および、認証で使用されるカバ

レッジおよびプロファイリングのレポート生成などの利点を享

受できます。
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STM32L4は、全てのハードウェアおよびソフトウェアのデ
バッグツールで対応する、様々な基本デバッグ機能を提供し

ます。

デバッグのハードウェアは5線の標準JTAGインタフェース、ま
たは、2線のシリアル・ワイヤ・デバッグポートを介して
STM32L4とインタフェースします。
デバッグのツールセットは、AHBアクセスポートへ直接アクセ
スが可能で、AHBマスタは全ての内部データバスへのアクセ
ス、全てのレジスタおよびメモリへの直接読み出しや書込み、

フラッシュメモリへのプログラミングが可能です。

ユーザは、ブレークポイント、および、コードのステップ実行を

使用してアプリケーションの実行を制御できます。

プログラムがブレークポイントに達した場合、タイマなどの内

部ペリフェラルは、その時のステートで停止するか、動作を続

けることができます。
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STM32L4は、より高度なデバッグ機能にも対応しています。
これらの機能を使用するためには、デバッグ用のツールセッ

トがその機能に対応している必要があります。

また、ハードウェア、および、ソフトウェアのツールに加え、

MCU側も、組み込みトレースマクロセル（ETM）やトレースポ
イント・ユニット（TPUI）に必要な追加ピンが備わっているなど、
機能に対応している必要があります。
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フラッシュパッチとブレークポイントユニットは、アプリケーショ

ンのデバッグ用のハードウェアブレークポイント、または、

コードメモリ領域におけるソフトウェアバグの修正を可能にし

ます。

完全な実装オプションとして、2つのリテラルコンパレータと6
つの命令コンパレータを提供します。
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実装されたデータ・ウォッチポイント・トリガはハードウェア・

ウォッチポイント、ETMトリガ、PCサンプラ、または、データア
ドレスサンプラに設定可能な4つのコンパレータを提供します。
本機能は、クロック・サイクル、ロード・ストア命令スリープ・サ

イクル、命令あたりのクロック、および割り込みオーバヘッド

の数をカウントするカウンタを搭載しており、データトレースお

よびシステムプロファイリング分析に必要な情報を提供しま

す。

また、アプリケーション・プロファイルのレポートを生成する事

も可能です。
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計装トレース･マクロセル（ITM）は、診断用にprintf形式での
デバッグ情報の取得を可能にします。

パケットは、ソフトウェアではITMへ直接書き込むことによって、
または、ハードウェアではデータ・ウォッチポイント・トリガ

（DWT）によるトリガによって生成可能です。
また、21bitカウンタによりタイムスタンプを生成することも可
能です。
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エンベデッド・トレース・マクロセル（ETM）は、DWTまたは
ITMによりデータを、ETMにより命令をトレースすることにより、
アプリケーションの実行フローに関する情報を提供します。

その後、この情報は、処理の為にデバッガのホストへ送信さ

れます。

この情報により、デバッガは完全に実行フローを再構成する

ことができるようになります。

バグを素早く特定したり、テストおよび認証向けにコードカバ

レッジおよびプロファイリングのレポートを生成するのに大変

便利です。
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トレース・ポート・インタフェース・ユニットは、オンチップ・ト

レース・ユニット、すなわち、ITMおよび、ETMからの情報を
フォーマットし、デバッガのホストへ送信します。

本ユニットは、シリアル・ワイヤモードにおいて、1本のピンを
通信に使用することで非同期モードに対応します。

また、JTAGおよびシリアル・ワイヤモードにおいて、最大5本
のピンを使用することで、同期モードに対応します。

同期モードでは、より高いスループットが得られます。

デバイスのリセット後、これらのピンはトレース用に割り当て

られていないため、デバッガのホストがピン設定を行なう必要

があります。
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STM32L4は柔軟なデバッグピン配置に対応しています。
リセット後、5本の全てのデバッグピンはデバッグ･インタ
フェースに割り当てられています。

アプリケーションにより、これらのピンは汎用IOに再設定し、
アプリケーション用にこれらのピンを開放することができます。

また、リセット後、これらのピンが、制御不能なIOレベルを防
ぐ為に、内部プルアップ/プルダウン抵抗が有効になっている
点にご注意下さい。
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デバッグ・インタフェースは低消費電力モードで動作します。

SLEEP、STOP、および、STANDBYモードでは、
DBGMCU_CRレジスタの該当するbitを設定することで、低
消費電力モードに入った際にクロックとレギュレータの停止を

回避します。



詳細情報に関しては、infocenter.arm.comのウェブサイトをご
参照下さい。
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